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研究成果の概要（和文）：本研究は途上国に存在する非正規学校について、その存在理由と形態について比較調査する
ことを目的としていた。本研究は非正規校と正規校の接続に焦点を当て、中国、インド、バングラデシュ、メキシコ、
ペルー、ケニアなどを分析した。その結果、これらの学校の存在するメカニズムを、政治的、経済的、宗教的、人口動
態的と区分した。
　多くのケースで異なる複数の力学が、これらの学校を存続させ、政府に黙認させていることが明らかになった。中国
では農村労働者の流入圧力と都市農村戸籍の維持がこれらの学校を生んでいた。インドやケニアでは、政府の正規学校
の基準では教育コストが高すぎるので、授業料の安い非正規学校が求められていた。

研究成果の概要（英文）：   The study aimed at investigating the patterns and rationales of unauthorized fo
rmal and non-formal schools existing in developing countries. The study focused on the articuration betwee
n two systems in China, India, Bangladesh, Mexico, Peru and Kenya.  The study revealed the underpinning me
chanisms which sustain the stability of these schools mainly from the four rationales, namely political, r
eligious, economical and demographic demands in societies.  
   In most cases two contradicting demands were detected to keep these institutions in tacit recognition b
y the government.  In China there was huge migration of rural workers into the urban areas, but strict fam
ily registration system does not allow children of such workers to enroll in urban schools.  In India and 
Kenya, economical reasons were more salient.  Registration requirement for authorized schools was so high 
that most of the low income families had to send their children to the unauthorized private schools with l
ower fees.
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１．研究開始当初の背景 
 社会には一般に「正規」とされる教育機関
（学校）とそうでない教育機関が存在してい
る。しかし教育機関の「正規性」は様々な基
準、区分、認識によって定義されており、そ
の境目は実にあいまいなものがある。途上国
を中心に広く存在する、非正規学校、未登録
学校、無認可学校などは、一般に質が劣悪で、
一時的で（仮の存在）、本来は望ましくない
学校という認識があるが、実際には多くの社
会で、有益で、安定した、必要な学校として
存続している。また一部は政府によって黙認
され、正規の学校体系に接続するルートを持
っている場合もある。 
 社会において存在する教育機関や学校は
すべてその役割を持っており、必要とされる
理由と需要が存在している。国家は急速に変
化する社会状況に対して、正規の教育機関は
迅速に対応する能力に欠ける場合があり、そ
れらでは満たせない教育需要を、政府の基準
を満たさない非正規の教育機関が応急的に
カバーしている場合がある。非正規学校は、
どのような需要によって生まれ、どのような
メカニズムによって安定的に存在している
のであろうか。このような非正規学校に対す
る研究がきわめて不足していると感じたこ
とが研究の発端である。 
  
２．研究の目的 
 本研究はそうした教育の影の部分に光を
当て、非正規の教育機関が各国において存在
する理由とその背景となる需要、それらが果
たしている機能を解明することを目的とし
ている。 
さらに、これらの学校が各国政府によって、
事実上黙認され、正規の上級の学校体系に接
続している場合もあるが、その場合、政府は
どのような関与を行っているのか、またどの
ようなメカニズムで卒業資格を正規学校に
認めさせているのかについて、国際的比較の
観点から明らかにすることを目的としてい
る。以上をまとめると以下のようになる。 
[１] 学校教育体系における正規学校・非

正規学校とは何か？ 

途上国の教育体系には正規学校から非正

規学校まで多様な学校群があり、その連続性

のなかにおいて、各国における正規性とは何

か、その概念を進学要件や補助金受給要件を

手掛かりに分析・比較する。 

［２］非正規学校群のはたす役割とは何か？ 

 こうした非正規学校群はどのような理由

から利用され、安定して存続している場合に

は、それを支えているメカニズムとはどのよ

うなものかを考察する。 

 
３．研究の方法 
教育の正規性・非正規性概念についての各
国の定義、法的根拠、運用上の実態、分類パ
ターンなどについて整理した。 
続いて、比較教育学の方法論を用いて、い
くつかの途上国の非正規学校・無登録学校・
低授業料の私立学校などについて、各国・地
域を専門とする研究分担者、協力者が現地調
査を行い、最新の情報を収集した。調査国と
しては中国（南部、植村）、インド(小原)、バ
ングラデシュ（日下部）、メキシコ（櫻井）、
ペルー（工藤）、ケニア(杉本)、マレーシア(杉
本)、ブータン(杉本)などを選定した。 
それらをもとに、非正規学校の必要とされ
る背景、存在理由、果たしている機能、接続
のメカニズム、政府の関与・規制、問題点と
将来動向などについて分析を行った。 
各年度、全体会議、部分会議を開催して、
収集した知見を持ち寄り、クロスナショナル
な視点から比較分析行い、共通の傾向と独自
の特徴などを明らかにした。 
 
４．研究成果 
 本研究の結論として、一部の途上国で非正
規学校が必要とされる理由や学校の存在す
るメカニズムのパターンを、①政治的、②経
済的、③宗教的、④人口動態的と分類した。 
①政治的な例としては、公教育において閉
鎖された学校が避難先において行う、非正規
の学校(マレーシア)、②経済的には、ケニア
やインドのように、正規の学校条件をクリア
すると教育コストが高くなる場合、非正規の
授業料の安い学校がその代わりとなる場合、
③宗教的には、世俗と宗教の複線型の学校体
系を持つ場合、(バングラデシュ、ブータン)、
④人口動態的には、中国に見られるように、
都市の経済の発展によって、農村の労働者の
都市流入が起こり、その子弟のために学校が
生れるが、戸籍により移動の制限があり、正
規教育の範疇からはずれる場合である。 
 多くのケースで異なる複数の力学が、これ
らの学校を存続させ、政府に黙認させている
ことが明らかになった。中国では農村労働者
の流入圧力と都市農村戸籍の維持がこれら
の学校を生んでいた。インドやケニアでは、
政府の正規学校の基準では教育コストが高
すぎるので、授業料の安い非正規学校が求め
られていた。 
 また、非正規学校が正規の学校教育体系に
接続するメカニズムについては、本報告書で
カバーされた事例において、大きく３つに分
類されることが明らかとなった。すなわち、
（１）近い関係にある正規学校と非正規学校
の間で、登録や卒業証が非公式に融通される
もの、（２）政府からは無認可ではあるが、
国家試験の受験資格がある場合、その成績や
合格によって正規性を獲得する場合、（３）
中国のように高等教育卒業時点においても
国家試験によって、過去の学歴にかかわらず



大学卒業資格が得られるケース、である。 
 これらの成果を報告するために、2013 年
の日本比較教育学会第 49回大会（上智大学）
において、課題研究Ⅱにおいて、「正規・非
正規教育の接点（グリーレイゾーン）に関す
る国際動向」を企画し、杉本・小原・植村の
科研メンバーに、江原（帝京大学）、二井（愛
知教育大学）を加えて報告を行った。また京
都大学大学院教育学研究科で発行されてい
る『アジア教育研究報告』（アジア教育研究
会機関誌、京都大学教育学部発行）の第 13
号に特集「途上国の中等学校等の多様化と正
規性・非正規性に関する国際比較研究」を組
んで、刊行した。(2014年 3月) 
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